
国交正常化４０周年機に関係密に日本

中国

４０
周
年
に
寄
せ
て
中
国
国
家
観
光
局

首
席
代
表
・
張
西
龍地

域
間
交
流
と
　
　

青
少
年
交
流
を
推
進

　

　

｜
張
首
席
代
表
に
聞
く

｜
民
間
交
流
が
一
番

お
勧
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト

涅淆淦淹年９月 「日中共同声明」で日中国交正常化が実現

涅淆淦涸年８月 「日中平和友好条約」を締結

涅淆淆淹年７月 中国人の海外観光旅行が解禁

淹濤濤濤年５月 「日中文化観光交流使節団淹濤濤濤（平山郁夫団長、二階俊博運輸相）」

５千人を北京に派遣。江沢民国家主席、胡錦濤国家副主席も出席

淹濤濤濤年９月 訪日団体観光査証の発給を地域限定（北京市、上海市、広東省）

で開始

淹濤濤淹年５月 東京国際フォーラムでの「日中国交正常化渕濤周年」記念式典に

中国から５千人が参加。小泉純一郎首相、橋本龍太郎元首相も出席

淹濤濤淹年９月 人民大会堂（北京）での「中日国交正常化渕濤周年」記念式典に

日本から１万３千人が参加。江沢民国家主席、胡錦涛国家副主席も出席

万里の長城で１万３千本の記念植樹を実施

淹濤濤渕年４月 「ビジットジャパンキャンペーン実施本部」開設

淹濤濤渕年９月 中国が訪中日本人査証免除措置を開始

淹濤濤渊年９月 訪日団体観光査証の発給地域を追加拡大

（天津市、江蘇省、淅江省、山東省、遼寧省）

淹濤濤渊年９月 訪日修学旅行生に対する査証免除を開始

淹濤濤涵年３月 「愛・地球博」開幕

淹濤濤涵年７月 訪日団体観光査証の発給を中国全土に拡大

淹濤濤淇年７月 北海道で第１回「日中韓観光大臣会合」開催

淹濤濤淦年 「日中国交正常化渕涵周年」で日中双方向３万人交流事業を実施

淹濤濤淦年１月 「観光立国基本法」施行

淹濤濤涸年３月 訪日団体観光査証の発給要件を家族旅行まで緩和

淹濤濤涸年８月 「北京五輪」開催

淹濤濤涸年涅濤月 「観光庁」発足

淹濤濤淆年７月 訪日個人観光査証の発給を地域限定（北京市、上海市、広州市）

で開始

淹濤涅濤年５月 「上海万博」開幕

淹濤涅濤年７月 訪日個人観光査証の発給を中国全土に拡大

淹濤涅涅年８月 温家宝首相の招待で、東日本大震災被災地５県の小中学生涅濤濤人が

「中国海南島の旅」に仙台空港から出発

淹濤涅涅年９月 訪日個人観光数次査証の発給を開始

淹濤涅涅年涅濤月 「日中国交正常化渊濤周年記念実行委員会（会長＝米倉弘昌経団連会長）」

発足

淹濤涅淹年 日中国交正常化渊濤周年

日中国交正常化渊濤年間の歩み

訪中日本人客数 訪日中国人客数 合計（双方向交流人数）

淹濤濤渕年 淹淹涵．涅 渊渊．淆 淹淦濤．濤
淹濤濤渊年 渕渕渕．渊（＋渊涸．涅％） 淇涅．淇（＋渕淦．涅％） 渕淆涸．濤（＋渊淇．渕％）
淹濤濤涵年 渕渕涸．淆（＋涅．淇％） 淇涵．渕（＋淇．濤％） 渊濤渊．淹（＋淹．渊％）
淹濤濤淇年 渕淦渊．淆（＋涅濤．涵％） 涸涅．淹（＋淹渊．渕％） 渊涵淇．涅（＋涅淹．涸％）
淹濤濤淦年 渕淆淦．淦（＋淇．涅％） 淆渊．淹（＋涅淇．濤％） 渊淆涅．淆（＋淦．涸％）
淹濤濤涸年 渕渊渊．淇（－涅渕．渕％） 涅濤濤．濤（＋淇．淹％） 渊渊渊．淇（－淆．淇％）
淹濤濤淆年 渕渕涅．涸（－渕．淦％） 涅濤濤．淇（＋濤．淇％） 渊渕淹．渊（－淹．淦％）
淹濤涅濤年 渕淦渕．涅（＋涅淹．渊％） 涅渊涅．渕（＋渊濤．涵％） 涵涅渊．渊（＋涅涸．淆％）

日中間の交流人口拡大の推移　（単位：万人）

（２７） 第２６３９号第３種郵便物認可２０１２年（平成２４年）１月５日（木曜日）

陜
西
省
・
陜
西
歴
史
博
物
館

貴
州
省
・
ミ
櫺
オ
族

上
海
市
・
豫
園

四
川
省
・
九
寨
溝

日
中
国
交
正
常
化
と
は

　
１
９
７
２
年
９
月
焙
日
欷

北
京
で
調
印
さ
れ
た
欹
日
本

国
政
府
と
中
華
人
民
共
和
国

政
府
の
共
同
声
明
歉
日
中
共

同
声
明
歐
飮
に
よ
り
日
中
国

交
正
常
化
が
実
現
し
た
盜
日

本
側
の
代
表
は
田
中
角
栄
首

相
と
大
平
正
芳
外
相
欷
中
国

側
代
表
は
周
恩
来
首
相
と
姫

鵬
飛
外
相
盜

　
日
中
共
同
声
明
に
は
欹
日

国
と
中
国
と
の
間
の
こ
れ
ま

で
の
不
正
常
な
状
態
は
欷
こ

の
共
同
声
明
が
発
出
さ
れ
る

日
に
終
了
す
る
飮
欹
両
国
政

府
は
欷
１
９
７
２
年
９
月
焙

日
か
ら
外
交
関
係
を
樹
立
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
飮
欹
両

国
政
府
は
欷
両
国
間
の
平
和

友
好
関
係
を
強
固
に
し
欷
発

展
さ
せ
る
た
め
欷
平
和
友
好

条
約
の
締
結
を
目
指
す
飮
こ

と
な
ど
と
明
記
さ
れ
た
盜

　
日
中
国
交
正
常
化
を
記
念

し
て
中
国
か
ら
贈
ら
れ
た
２

頭
の
パ
ン
ダ
欷
カ
ン
カ
ン

歉
雄
２
歳
歐
欷
ラ
ン
ラ
ン

歉
雌
２
歳
歐
が
瀾
月
焜
日
に

上
野
動
物
園
に
到
着
盜
日
本

で
パ
ン
ダ
ブ
欟
ム
が
起
き

た
盜
そ
の
後
も
１
９
８
２
年

に
日
中
国
交
正
常
化
瀾
周
年

を
記
念
し
て
フ
櫪
イ
フ
櫪
イ

歉
雄
歐
が
欷
１
９
９
２
年
に

日
中
国
交
正
常
化
炳
周
年
を

記
念
し
て
リ
ン
リ
ン
歉
雄
歐

が
上
野
動
物
園
に
や
檸
て
き

た
盜

　
日
中
平
和
友
好
条
約
は
１

９
７
８
年
８
月
灑
日
に
北
京

で
締
結
さ
れ
て
い
る
盜

　

昨
年
瀲
月
欷
東
京
首

席
代
表
と
し
て
３
度
目
の
赴

任
を
さ
れ
た
盜
日
中
間
の
観

光
交
流
記
念
事
業
に
も
ず
檸

と
携
わ
檸
て
こ
ら
れ
た
盜

　
欹
最
初
の
赴
任
は
狠
年
か

ら
狷
年
盜
２
回
目
が
瀏
年
か

ら
瀘
年
盜
こ
の
間
欷
中
日
国

交
正
常
化
煥
周
年
と
煌
周
年

の
記
念
事
業
を
経
験
し
た
飮

　
欹
瀁
年
に
故
・
平
山
郁
夫

先
生
歉
‖
日
中
友
好
協
会
会

長
歐
を
団
長
と
す
る
歡
日
中

文
化
観
光
交
流
使
節
団
２
０

０
０
歸
と
い
う
５
千
人
の
訪

中
団
が
北
京
を
訪
れ
た
盜
人

民
大
会
堂
で
の
式
典
に
は
江

沢
民
国
家
主
席
欷
胡
錦
濤
国

家
副
主
席
も
出
席
し
た
盜
当

時
私
は
中
国
側
の
事
務
局
盜

日
本
側
で
は
二
階
俊
博
運
輸

大
臣
が
ご
尽
力
さ
れ
た
飮

　
欹
二
階
先
生
は
こ
れ
に
先

立
つ
同
年
１
月
に
訪
中
盜
北

京
の
崑
崙
歉
こ
ん
り
ん
歐
飯

店
で
数
日
間
に
及
ぶ
中
国
側

と
の
会
談
の
末
欷
中
国
人
の

訪
日
団
体
旅
行
を
解
禁
す
る

こ
と
で
一
致
し
た
盜
こ
の
会

談
が
中
日
観
光
交
流
の
歴
史

の
扉
を
開
い
た
盜
両
国
の
観

光
業
界
は
も
と
よ
り
国
民
同

士
の
友
好
交
流
や
社
会
経
済

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る

大
き
な
一
歩
と
な
檸
た
盜
日

本
は
９
月
か
ら
北
京
市
欷
上

海
市
欷
広
東
省
で
訪
日
団
体

観
光
査
証
の
発
給
を
開
始
盜

二
階
先
生
が
い
な
け
れ
ば
中

日
間
の
観
光
交
流
は
今
日
の

規
模
に
は
な
ら
な
か
檸
た
飮

　

濾
年
が
日
中
国
交
正

常
化
煥
周
年
だ
檸
た
盜

　
欹
瀏
年
に
第
１
回
の
中
日

間
の
観
光
交
流
フ
櫻
欟
ラ
ム

を
ニ
欒
欟
オ
欟
タ
ニ
で
開

き
欷
煥
周
年
で
日
本
か
ら
の

１
万
人
訪
中
欷
中
国
か
ら
の

５
千
人
訪
日
を
決
め
た
盜
濾

年
５
月
に
５
千
人
が
訪
日

し
欷
東
京
国
際
フ
櫻
欟
ラ
ム

で
大
交
流
会
を
開
い
た
盜
９

月
に
は
日
本
か
ら
１
万
３
千

人
が
訪
中
し
た
盜
国
民
同
士

の
交
流
の
中
で
欷
参
加
者
の

表
情
は
皆
一
様
に
明
る
く
欷

生
き
生
き
と
し
て
い
た
盜
喜

び
で
あ
ふ
れ
て
い
た
盜
観
光

交
流
に
大
き
な
力
を
感
じ

た
飮

　

瀘
年
が
煌
周
年
盜

　
欹
煌
周
年
で
は
欷
地
域
間

交
流
に
方
針
を
変
え
た
盜
中

国
と
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
数
都

市
の
間
で
双
方
向
交
流
を
行

檸
た
盜
中
日
両
国
合
わ
せ
て

３
万
人
が
交
流
し
た
飮

　

い
よ
い
よ
今
年
は
熄

周
年
を
迎
え
る
盜

　
欹
熄
周
年
で
は
１
人
で
も

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
市
民
交
流
に
注
力
し
た

い
盜
政
府
レ
ベ
ル
で
の
イ
ベ

ン
ト
欷
周
年
事
業
も
必
要
だ

が
欷
民
間
の
交
流
が
一
番
自

然
で
大
事
だ
と
思
う
飮

　

日
本
の
外
務
省
は
欷

青
少
年
交
流
欷
地
方
間
交
流
欷

文
化
・
ス
ポ
欟
ツ
交
流
欷
草

の
根
交
流
欷
観
光
交
流
欷
経

済
交
流
欷
被
災
地
支
援
を
重

点
７
分
野
と
し
て
い
る
盜

　
欹
人
の
交
流
が
全
て
の
前

提
と
な
る
盜
つ
ま
り
観
光
交

流
が
最
重
要
と
な
る
飮

　
中
日
国
交
正
常
化
熄
周
年

を
記
念
し
欷
中
日
双
方
の
政

府
レ
ベ
ル
で
様
々
な
事
業
が

検
討
さ
れ
て
い
る
盜
中
で
も

観
光
交
流
に
は
大
き
な
比
重

が
置
か
れ
て
い
る
盜
中
国
側

で
は
特
に
欷
中
日
両
国
の
地

域
間
交
流
と
青
少
年
交
流
を

推
進
し
た
い
盜

　
地
域
間
交
流
は
欷
ま
ず

欹
海
洋
観
光
ツ
欟
リ
ズ
ム
飮

の
分
野
で
取
り
組
み
た
い
盜

中
国
の
海
南
島
か
沖
縄
で
欷

島
の
観
光
産
業
や
海
洋
観

光
欷
環
境
保
全
な
ど
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
相
互
交

流
会
を
開
き
た
い
盜

　
も
う
１
つ
は
欷
中
国
３
大

経
済
圏
と
日
本
の
大
都
市
圏

と
の
地
域
間
交
流
盜
広
州
を

中
心
と
す
る
珠
江
歉
し
檬
こ

う
歐
デ
ル
タ
地
域
と
九
州
欷

上
海
を
中
心
と
す
る
長
江
デ

ル
タ
地
域
と
大
阪
中
心
の
関

西
地
域
欷
北
京
・
天
津
・
河

北
経
済
圏
と
東
京
・
横
浜
を

中
心
と
す
る
首
都
圏
で
欷
そ

れ
ぞ
れ
地
域
間
交
流
を
進
め

た
い
盜

　
こ
の
地
域
間
交
流
の
中
で

は
文
化
・
芸
術
交
流
を
行
い

た
い
盜
書
道
家
欷
山
水
画
家

ら
と
日
本
の
芸
術
家
た
ち
と

の
交
流
に
加
え
て
欷
中
国
民

族
舞
踊
と
日
本
の
祭
り
と
の

競
演
な
ど
を
通
じ
て
一
般
市

民
同
士
の
交
流
を
拡
大
し
て

い
き
た
い
盜

　
青
少
年
交
流
も
重
要
だ
盜

い
ま
修
学
旅
行
を
中
心
と
す

る
中
日
間
の
青
少
年
交
流
人

数
は
５
万
人
前
後
だ
が
欷
様

々
な
要
因
で
減
少
傾
向
に
あ

る
盜
こ
れ
を
復
活
欷
拡
大
さ

せ
る
こ
と
で
未
来
の
観
光
交

流
マ
欟
ケ
蘖
ト
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
盜

　
ま
た
中
日
双
方
向
の
観
光

交
流
の
品
質
向
上
を
目
指
し

て
欷
お
互
い
に
満
足
で
き
る

よ
う
な
関
係
を
深
め
て
い
き

た
い
盜

　
中
日
国
交
正
常
化
熄
周
年

が
欷
中
日
間
の
観
光
交
流
に

携
わ
る
観
光
業
界
の
人
々
に

大
き
な
喜
び
と
幸
せ
を
運
ん

で
く
れ
る
と
確
信
し
て
い

る
盜


